
＜認定農業者の育成を実施している事例＞

○「道の駅で売ろう」を合い言葉に

１．集落協定の概要

市町村･協定名 鳥取県 東 伯郡 琴 浦 町 金屋
とうはくぐん ことうらちょう かなや

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
18.4ha 米・大豆・野菜

交 付 金 額 個人配分 50 ％
147万円 共同取組活動 各担当者活動経費 2 ％

50％ 農産物加工機械整備費 3 ％（ ）
水路・農道維持管理費 10 ％
農地管理費 32 ％
景観作物作付費 3 ％

協定参加者 農業者 29人、水利組合 3

２．取組に至る経緯

金屋集落は旧赤碕町のほぼ中央部に位置し、農地の傾斜は比較的緩やかな水田18haが

対象農用地となっている。協定締結当初では水稲約11ha、大豆約5ha、野菜約2haの作付

けを行っているが、生産調整の関係上、水稲の作付けを今後増やせるとは考えられない

ため、耕作放棄地を出さずに集落の農地を有効活用していくためには、今後高齢農家が

増加しても作っていける新たな野菜品目の導入が欠かせないと考えられた。

また、町内の道の駅内に整備された農産物直売所で販売するために、集落内に交付金

などを使い加工所を整備し、新たに導入した品目を加工して直売所で販売していくこと

が集落で合意された。

３．取組の内容

協定締結当初には、認定農業者は３人であったが、新たに２人が認定された。

認定農業者を育成するために、担い手が持っている技術や活力を集落内に波及させ、

関連した作目を導入した。また、集落内に共同加工施設を整備し、町内の農産物直売施

設「あぐりポート琴浦」で、大根、干し芋、ヤーコン、唐辛子等の農産物や加工品を販

売し、農業所得の向上を図った。

加工品の販売 共同作業による水路管理



［集落の将来像]
新たな野菜品目を導入して、集落内農地で耕作放棄地が出ないようにするとともに、収穫した作物あ

るいはその加工品を道の駅直売所で販売し、集落の活動の一助とする。
、 、 、また 認定農業者をさらに育成することとし その担い手としての活力・技術を集落内に波及させて

それと関連した作目を導入し、農業所得の向上を図る。

［将来像を実現するための活動目標]

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田18ha） 周辺林地の下草刈り 認定農業者の育成
（約0.1ha、年1回） （当初3人、目標4人、H21現在

個別対応 5人)
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路4.0km、年2回 景観作物の作付け

清掃、草刈り （2ｹ所 200㎡） 地場農産物等の加工・販売
・道路2.5km、年2回 草刈り （道の駅直売施設での販売）

共同取組活動
共同取組活動 共同取組活動

担い手への賃借権設定
（随時）

個別及び共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

道の駅直売所で農産物や加工品を販売することにより、小額ではあるが、農業者の貴

重な収入源となった。

品目への取組みや加工品の開発に向けての機運が高まりつつあり、今後は加工品を増

産し、販売額の増加につなげていきたいと考えている。

［平成21年度までの主な成果］
○ 認定農業者の育成（当初3名、目標4名、H21現在5名）
○ 地元農産物の加工・販売（当初なし、目標道の駅直売所での販売、H21現在の販売額90千円）


